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東
京
大
学
の
活
動
報
告

イ
ン
ド
か
ら
学
生
招
へ
い

工
学
・
情
報
の
最
新
技
術
体
験

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
で
は
、
２
０
２

３
年
12
月
20
日
か
ら
12
月
26
日
ま
で
、
イ
ン
ド
工
科

大
学
カ
ン
プ
ー
ル
校
、
ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
校
よ
り
合

計
10
名
の
学
生
（
大
学
院
学
生
２
名
、
学
部
学
生
７

名
）
と
教
員
１
名
を
招
へ
い
し
ま
し
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
工
学
系
、
情
報
理
工
学
系
に
関

連
す
る
学
術
的
な
背
景
を
持
ち
、
日
本
文
化
、
社
会

へ
の
関
心
が
高
く
、
日
本
語
学
習
経
験
が
あ
る
優
秀

な
イ
ン
ド
人
学
生
を
対
象
に
、
東
京
大
学
大
学
院
工

学
系
研
究
科
の
教
員
と
連
携
し
、
最
新
の
研
究
成
果

の
共
有
と
各
研
究
室
で
情
報
交
流
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
し
た
。
工
学
者
と
し
て
、
各
専
門
の
観
点

か
ら
日
本
の
災
害
と
そ
の
復
興
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な

技
術
開
発
の
成
果
に
触
れ
、
さ
ら
に
日
本
の
社
会
的
、

文
化
的
背
景
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
る
機
会
を
提
供

し
ま
し
た
。

12
月
20
日
に
10
名
が
来
日
し
、
21
日
に
東
京
大
学

で
の
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
「
さ
く
ら
サ

イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
に
、
日
本
人
学

生
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

午
後
は
情
報
理
工
学
系
研
究
科
の
講
義
を
受
講
し
ま

し
た
。
講
義
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

部
の
学
生
を
中
心
に
本
学
の
情
報
理
工
学
の
専
門
的

な
教
育
・
研
究
を
体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
東
京
大
学
の
イ
ン
ド
人
留
学
生
会

の
イ
ン
ド
人
学
生
と
の
交
流
会
を
設
け
ま
し
た
。
研

究
生
活
だ
け
な
く
、
日
常
生
活
に
つ
い
て
ざ
っ
く
ば

ら
ん
に
話
す
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日

本
で
の
留
学
生
活
に
つ
い
て
確
認
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

22
日
午
前
は
工
学
系
日
本
語
教
室
の
日
本
語
ク
ラ

ス
に
参
加
し
ま
し
た
。
す
で
に
日
本
語
学
習
経
験
が

あ
る
学
生
な
の
で
、
個
々
の
日
本
語
レ
ベ
ル
に
応
じ

た
ク
ラ
ス
で
他
の
留
学
生
に
交
じ
っ
て
学
び
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
、
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
ウ

ン
ジ
」
で
全
学
の
日
本
人
学
生
と
の
交
流
を
楽
し
み

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
工
学
系
研
究
科
の
講
義
を
受
講
後
、

研
究
室
を
見
学
。
世
界
最
先
端
の
研
究
室
で
の
実
験

や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学
す
る
こ
と
で
研
究
へ

の
関
心
が
高
ま
り
、
本
学
へ
の
留
学
を
よ
り
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

23
日
は
東
京
駅
か
ら
新
幹
線
に
乗
り
、
み
や
ぎ
東

日
本
大
震
災
津
波
伝
承
館
と
門
脇
小
学
校
の
見
学
を

し
ま
し
た
。
イ
ン
ド
で
は
日
本
の
新
幹
線
方
式
を
採

用
し
た
高
速
鉄
道
が
作
ら
れ
て
お
り
、
学
生
は
新
幹

線
に
大
変
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
伝
承
館
で
は
、

三
陸
の
津
波
被
害
の
歴
史
、
東
日
本
大
震
災
津
波
、

復
興
の
取
り
組
み
に
関
わ
る
映
像
、
写
真
、
被
災
物

な
ど
の
展
示
物
に
つ
い
て
、
ガ
イ
ド
の
説
明
を
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
津
波
火
災
に
よ
る
被
災
状
況
を
残
す
門
脇

小
学
校
は
、
１
階
は
津
波
と
津
波
火
災
、
２
階
、
３

階
に
は
津
波
火
災
後
の
状
況
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
体
験
者
が
語
る
映
像
を
見
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
臨
場
感
を
持
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。

24
日
午
前
は
、
日
本
人
学
生
と
池
袋
防
災
館
で
地

震
体
験
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
前
日
に
東
日
本

大
震
災
を
見
学
し
た
た
め
、
関
心
を
持
っ
て
、
地
震

の
揺
れ
の
体
験
、
初
期
消
火
や
応
急
救
護
、
火
災
の

煙
か
ら
の
避
難
な
ど
の
日
本
の
防
災
・
耐
震
技
術
や

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
399
回

＝
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＝

古市	由美子
（東京大学大学院
工学系研究科教授）
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防
災
意
識
や
管
理
シ
ス
テ
ム
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
午
後
は
、
日
本
人
学
生
と
日
本
未
来
科
学

館
を
見
学
し
ま
し
た
。
日
本
の
新
た
な
科
学
技
術
の

魅
力
や
科
学
技
術
の
進
歩
が
社
会
と
ど
の
よ
う
に
か

か
わ
っ
て
い
る
か
を
楽
し
み
な
が
ら
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

25
日
は
今
回
の
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
振
り
返
り
、
各
自
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
主
に
日
本
語
で
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
際
交

流
部
門
長
か
ら
参
加
者
全
員
（
10
名
）
に
修
了
証
と

バ
ッ
ジ
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

各
自
の
発
表
報
告
に
よ
る
と
、
東
日
本
大
震
災
津

波
伝
承
館
で
の
展
示
物
や
映
像
、

震
災
遺
構
で
あ
る
門
脇
小
学
校
見

学
に
よ
っ
て
、
日
本
と
イ
ン
ド
の

共
通
課
題
の
一
つ
で
あ
る
災
害
と

復
興
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
日
本
人
学
生

と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
日
本
語
学

習
へ
の
動
機
づ
け
が
高
ま
り
、
日

本
文
化
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
よ

う
で
す
。

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　

の
後
日
談

「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
受
入
れ
の
際
、
サ
ポ
ー

ト
し
た
日
本
人
学
生
８
名
と
と
も

に
、
２
月
25
日
〜
３
月
１
日
ま
で
、

イ
ン
ド
工
科
大
学
カ
ン
プ
ー
ル
校

（
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｋ
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
の
訪
問
で
は
、
12
月
に
「
さ
く

ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

参
加
し
た
学
生
お
よ
び
先
生
か
ら

熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｋ
の
学
生
と
と
も
に
講

義
に
参
加
し
、
大
学
内
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

小
学
校
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、

学
外
の
農
村
や
小
学
校
を
訪
問
し
、

カ
ン
プ
ー
ル
市
内
を
視
察
し
ま
し

た
。
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｋ
内
の
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
に
宿
泊
し
、
イ
ン
ド
人
学

生
と
の
密
接
な
交
流
の
機
会
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

各
学
生
は
日
本
文
化
／
イ
ン
ド

文
化
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
、
両
国
の
教
育
や
文
化
に
関
す

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
体
験
を
通
し

て
、
①
イ
ン
ド
文
化
・
日
本
文
化

理
解
の
促
進
②
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
③
言
語

学
習
の
動
機
づ
け
を
高
め
、
さ
ら

に
、
大
学
間
の
連
携
強
化
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

と
も
、
互
い
の
大
学
訪
問
を
継
続

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
語
と
文

化
の
理
解
に
基
づ
い
た
高
度
人
材

育
成
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

最終プレゼンテーション

修了式

東大工学系日本語教室

東大生によるキャンパスツアー

新幹線の車内

みやぎ東日本大震災津波伝承館




